
パフォーマンスを拡大するKPIを特定

自動車メーカーは時間、労力及びコストを費やしながらリードを作り出し、
ディーラーに提供しています。しかし、それだけでは不十分です。成約率 
を向上させ売上げを伸ばすために本当に必要なのは、重要なKPIを特定し、 
そしてナショナル・ セールス・アンド・マーケティング・マネージャーから 
ディーラーまで、全ての当事者が これらの評価指標を理解し、一貫性と 
注目すべき点の共有のために同じ情報にアクセスすることを確保する必要 
があります。リード・マネジメント及び分析レポーティングはこの点で 
非常に高い競争力を備えています。

 

 

KPIを特定し、更なる 
パフォーマンスを 
引き出すために。 

詳細については urbanscience.jp 
をご覧ください

一つのシステム、3人のユーザー
全てのレベルでパフォーマンス
を向上させるために、全ての 
当事者を対象にKPIを特定

•	 企業ユーザーは、全国総計から 
個別ディーラーまで、そのパフ
ォーマンスの詳細にアクセス 
することができます

•	 ゾーンまたはエリア・マネージ
ャーは担当地区から個別ディー
ラーのレベルまでの情報を閲覧
することができます

•	 ディーラーは自らの情報を確認
することができます 

総合的なツールとレポート：
•	 リード配信

•	 リード概要及び詳細

•	 コンタクト状況

•	 成約率

•	 プログラム登録

リード・マネジメントと
分析レポーティングで
成約率を向上

リード・マネジメント /  
分析レポーティング

アーバン・サイエンスの実績あるテクノロジーは、最先端の統合ダッシュボードや詳細 
なリード・レポートを提供し、24時間休み無いKPIへの安全なアクセスを提供します。



シングル・サインオン・インテグレーションにより、 
24時間アクセスが可能

プログラム登録
プログラム登録により、ディーラーは様
々なプログラムに参加できるようになり
ます。ディーラーがデータ共有規約に 
同意し、必要なコンタクト情報を提供 
することで応答時間などが算出されます。
リード・マネジメントに必要な項目が増
えるに従い、簡単に機能を追加すること
ができます。画面上部の新しいタブを 
利用するだけで、ディーラーは情報を 
更新することができます。

成約率
アーバン・サイエンスには業界をリード
する成約率の算出手法があります。当社
の手法では、リードの成約までの速度を
分析するたに、直近、30日、60日、90日
あるいは任意の期間において、ブランド
及びディーラー毎の成約率を算出します。
当社のレポートはリードのパフォーマンス
を把握し、リードが成約に結びつく速さを
表示します。リード・ソース、ブランド、
モデル、リードのタイプ及びキャンペーン
別に成約率を見ることができます。

コンタクト状況レポート
コンタクト状況レポートは、いかに効率的
にディーラーが リードのフォローを行 
っているかを明らかにします。これにより、
コンタクトが開始されたリードの割合、
リード1件あたりの平均コンタクト回数及
びどのコンタクト手法（電話、e-mail 
など）が最も効果的であったかなどの 
分析を行うことができます。これらの 
指標を確立し、そのベンチマークを監視 
することがディーラーのパフォーマンス
向上につながります。

優れたツールと総合的なレポート

信頼できる レポート：

総合的
総合的なソリューションにより、 
ディーラー、フィールド･スタッフ及
び企業ユーザーは正確、タイムリー
かつ詳細な評価指標を確認すること
ができます。パフォーマンスの 
測定は、算出されたスタンダード 
や客観的な視点に基づいています。

多次元的
相互的かつ直感的なで情報に富んだ
このソリューションは、総合的な 
評価基準メニューにより様々なレベル
のデータに対してドリル･ダウンや 
フィルタリングを行うことができます。 
KPIは個別に表示されるだけではなく、 
パフォーマンスに関するヒントを 
提示するためにベンチマーク評価 
が同時に表示されます。これらの 
機能は、何時、何処ででも利用する
ことが可能です。

柔軟性
自動車メーカーには個別のニーズ 
があるため、アーバン・サイエンス
は個々のビジネス要件に合わせた 
レポートを提供します。リード・ 
マネジメント及び分析レポーティング 
は、ブランドが統合されるケース及
び多言語環境をサポートし、レポート 
設定あるいは追加データの表示なども 
簡単に行うことができます。

アーバン・サイエンスの強み
アーバン・サイエンスはこうした評価基準の設定において十分な実績があります。私ど 
もは、自動車業界のリード・マネジメントにおいて指導的立場にあると目されているばか
りでなく、成約率の算出やコンタクト状況レポーティングにおいても経験豊富です。これ
らにより実用的な知見を提供し、ビジネスを向上させる結果を生み出すことができます。
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